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　納谷 美学長に、大学全体から見たGCOEへの

評価と今後の期待などを伺った。納谷学長によ

れば、「MIMS※1 とGCOEは明治大学の評価を内

外で高め大学改革の基礎になった。この活動を

通じて出来上がった枠組みを社会科学系でも活

かし、新しい研究拠点を展開する構想も出てき

ている。その一方で、このモデルを学内に定着

させるために他の部門との交流を強化する必要

性を感じている」という。

－MIMSとGCOEを始めた背景と、大学全体から

みた位置づけを教えていただけますか。

　私が学長になった2004年に、三村昌泰先生は

明治に来られました。着任早々に、向殿政男教

授（当時理工学部長）とともに学長室に来られて、

ご自身の研究やこれからの大型研究に関する考

えなどについて説明して下さったことを覚えて

います。その後も何度かお話しするうちに「まず

GP※2 でこういうものをやってみたい」という提

案をいただいて、早速2005年に申請したところ、

採択に至りました。GPは教育への支援プログラ

ムですが、大学側としては教育をするためには研

究も支援しなければなりません。そのためには

教員も必要だし、事務組織も整えなくてはなりま

せんでした。

　研究に限って見れば、2004年当時の明治は支

援体制が不十分でした。形式上は研究所があり

ましたが、MIMSのように新しい研究分野を創ろ

うという気概のある拠点がなかった。一所懸命な

先生方はたくさんおりましたが、組織的に支援す

る体制がなく、古いスタイルのまま大学経営をし

ていたというのが現実でした。そのために、以前

の「21世紀COEプログラム」※3も取り損なってい

ました。このままでは明治はもたない。そういう

認識があって、2005年度に研究・知財戦略機構を

立ち上げ、その下位機関としてMIMSを作ったの

です。文部科学省でのヒアリングのときは、三村

先生が「もう思い出したくない」と言うくらい、か

なり厳しい意見・質問を浴びました。しかし、「こ

れを明治大学の教育、研究を変えるモデルにした

い。学長として責任を持つので、是非やらせてい

ただきたい。」と訴えました。この熱意が認められ

たのかもしれませんが、ともかく採択されました。

　その後もいくつかのGPが選定され、広島大学

との連携も進めることができて、いよいよ本格的

にGCOEにむけ挑戦しようと、今回の現象数理学

（GCOE）を始めたわけです。

新しい研究体制のモデルとして
MIMS/GCOE を推進

－学問としての現象数理学についてはどうお考

えだったのですか。

　私の専門は社会科学系（法学）ですが、この分野

においても政策立案や産業の将来計画のために、

社会現象の予測が不可欠です。また的確なモデ

リングが重要です。三村先生から現象数理学（ま

だ当時この名前はありませんでしたが）の話を聞

いてすぐに、「これは単なる数学ではない。社会科

学にとっても基礎になる学問だ、是非やってもら

新たな研究体制のモデルとしてMIMSとGCOEを推進
成果の定着に向けてさらに支援を強化

GCOEは大学への評価を高め改革の礎にもなった
－納谷 美学長は語る。
今後は定着に向け学内交流を促進したいと考えている。

明治大学長

Naya Hiromi InterviewN
aya H

irom
i

N
aya H

irom
i

※2
文部科学省が行う「大学の教育
改革への支援事業−GP（good 
practice）−」

※3
GCOEの前身となった文部科学省
の研究拠点形成費等補助金事業 

※1
Meiji Institute for Advanced 
Study of Mathematical Sciences
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おう」と思いました。さらに2006年にフランスで

開催された日仏学長会議に参加した時に、その当

時フランスでは現象数理学と同様の科学の創造

が国家戦略になっていることを知り、これは絶対

にGCOE申請の研究テーマになると思いました。

　そうした意識から、今回のGCOE申請時には、

過去に例のない研究支援体制を作りました。例

えばGCOEの支援事務局は、嘱託3名も含めると

7人の職員を置いています。学部の事務室でも

普通は7〜8人ですから、かなり異例のことです

が、新しい研究を育てるためには必要な初期投

資だと考えています。研究者の採用形態も変え、

研究・知財戦略機構で教員を採用できるようにし

ました。学部とは独立しているので、研究に専念

してもらえます。今GCOEが使用している場所

はかつて9階建ての校舎でしたが、これを２階建

てに改修したところを、「研究の場」として作出し

ました。1プログラムのために、しかも何年か後

には移転が決まっている施設にまとまった費用

を投資する例など、他にはないと思います。批判

もあるのですが、研究をきちっとやってもらえれ

ば、いずれ大きなチャンスをつかめる。そのため

に必要な投資なのだと思っています。

GCOE効果で学内外の評価が急上昇
多数の有力研究拠点との提携が実現

－現時点ではGCOEをどう評価されていますか。

　いろいろな改革の起爆剤になったことは確かで

す。まず他大学との連携を強化できました。国内

では広島大学および龍谷大学に続き、静岡大学が

輪に加わります。

　さらに海外の大学との提携も増えています。協

定校の数は2004年度当初の20校半ばから、今で

は120校台に増えました。以前はこちらから協定

を結んでほしいとお願いしていましたが、最近で

は逆にお願いされる場合も出てきました。これら

は国際化への対応に力を注いでいることの結果

でもあると思います。広報向け資料などにおいて

は英語表記も増やしました。MIMSのガイドブッ

ク等のパンフレット類も、ホームページも必ず日

本語と英語を併記しています。可能なときは中

国語にも翻訳している。このスタイルは他の学部

にも広がっています。GCOEがなければ、おそら

く、そういう動きもできなかったと思います。ま

た、2008年に設置した国際日本学部（海外から見

た「クールジャパン」も含めて日本に関する様々な

ことを教えて、英語で発信できる力を鍛えるとい

う学部）の存在もあいまって、海外における明治大

学の知名度や注目度が上がりました。海外の人

から「明治はどんな研究をしているのか」と問われ

たときにMIMSを例に説明すると、それだけで話

のレベルが変わる、GCOEはそのぐらい大きな影

響を与えています。

　本学への留学生の数も、2004年度当初は350

人前後でしたが、2010年度に入り1000人を超

えています。「グローバル30」※4の拠点校に選ば

れた本学では、2009年10月に国際連携機構を立

ち上げました。5年後には1600人、10年後には

4000人の留学生を受け入れるという目標を立て

ています。また外国籍や、海外で学位を取得した

教員数は、今は全教員の5％ですが、これを10％

に増やします。海外に送り出す方も、数としては

まだ少ないのですが、年々着実に増えています。

学内の活性化にも
大きな効果

　MIMSとGCOEの影響により、学内でも「外か

ら評価されているのだ」という自信を持つよう

になって、目線が違ってきました。以前は研究

者が独自の目線でテーマを作っていましたが、

産業界や国などのいろいろな動きを意識するよ

うになりました。学部長たちからも活性化策が

たくさん提案されるようになりました。実は今、

文系でもいくつかの同様な企画が走り始めてい

ます。科学研究費補助金Sや大学院GPなどの取

得を目指し複数の研究科で協力して研究プログ

ラムを作ってもらい、足りないものを私たちが

支援する。それを育ててMIMSと同じように機

構のインスティテュートにする、そういう取り

組みが始まっています。

　さらに言えばGCOEの効果は単に明治大学だ

けのものではありません。「明治がそこまでで

きたのならば我々も」というように、他の私学が

追随する成功モデルになりつつあります。

　国やその他からの評価も上がってきました。

今年度の一般入学志願者数がトップになったと

いうのは、そういう効果の反映でしょう。

GCOEモデルの定着に向け
他の分野との
交流の強化が必要

－今後の課題は何でしょうか。

　私学である明治が全ての学問分野に手を広げ

ることはできませんが、ともかく数学においては

「明治にはこんな拠点がある」と認められるもの

になりました。これをきちんと定着させたいと

思っています。そのためには、既存の研究科との

公平性をどう保つかがカギでしょう。やはり批

判もゼロではないのです。みんなに気持ちよく

受け入れてもらうには、もう少し時間が必要かも

しれません。MIMSと他分野との交流の強化・促

進も必要でしょう。金融工学の刈屋武昭先生の

ように最初からMIMSに入って下さった方もい

ますが、他分野の方々との交流が少ないとも思い

ます。他分野と交わって新しいものを出し合い

ながら自分たちの分野を切り開かなければ、古い

やり方で満足している既存の組織を変えられな

い。新しい展開もできません。

　私が学長になってから変えた制度はたくさ

んありますが、研究体制作りのモデルは、この

MIMSです。将来はさらにMIMSを全国型共同

研究・共同利用拠点にしたいと思います。世界的

に評価される研究には資金も優秀な人も流れて

くるのだ、ということをみなさんに伝えたい。今

回のプログラムを、教員や学生が「分野や思考の

枠を飛び超えて、世界で活躍する」チャンスにつ

なげたいと思っています。

Naya Hiromi Interview

※4
文部科学省の国際化拠点整備事業
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—池田さんのこれまでのご経歴と研究内容を教えてく

ださい。

　数学が好きで東北大学の数学科に入って、純粋に数学

だけを研究するのではなくて生物を理解するために数

学を使いたい何か現象を扱いたいと考えました。今で

は、生物に限らず広く現象を数学で扱い、研究を進めて

います。

　卒論では、長澤壯之先生（現在は埼玉大学）の下で拡散

方程式の解法についてまとめたのですが、その後、柳田

英二先生（現在は東京工業大学）の下で、現在の専門分野

であるパターン形成問題の研究を始めました。今はパ

ターンを通じて反応拡散方程式系を分類することを考

えています。

　最近はGierer-Meinhardt方程式（1972年にA.Giererと

H.Meinhardtによって提唱された反応拡散方程式）を数

理的に扱いました。この方程式はヒドラの出芽現象を表

現しようとして作られたもので、水玉のようなパターン

を再現できます。歴史的な背景をいえば、それまでは自

己組織的に発生するパターンを表せる拡散方程式は少

なかったわけです。今ではこの方程式を基礎とした反応

拡散方程式系が数多く提唱されていて、だからこそ、その

数理的構造を明らかにしておくことが大事だと考えまし

た。本当に何が起きて何が起きないか、きっちりと分類

して説明したかったのです。私が得た結果からは、水玉

のようなパターン以外の模様は現れないことが期待でき

ます。先の方程式の解としては縞模様を表すものも確か

にあるのですが、それは非常に不安定で、何らかの摂動を

加えると崩れてしまうということを証明しました。

　今、私と三村昌泰先生は、反応拡散方程式系を使って、

紙が燃えていく様子を調べています。まったく同じ方

程式を使っても条件によっては変なことが起こります。

　例えば火が壁に当たって跳ね返ることがあります。

一度燃え広がって、壁に当たってから元に引き返すので

す。現実にはありえないと思うでしょうけれど、実はこ

れは1990年代にスペースシャトル内の実験で似た現象

が観測されています。対流が起こらない無重力下や微

小重力下では、酸素の供給が不足して紙が燃え残ること

があります。それでいったん壁まで燃えた後に、拡散に

よって酸素が供給されて、もう1回戻ってくることがあ

るのです。

—ほかにはどんなご研究を?

　2009年度の若野友一郎先生（准教授）のMIMSプロジェ

クトに参加しました。このプロジェクトでは、数理生態

学の中の一分野である「個体群動態」、つまり動植物がど

のように増減するかという問題を扱いました。この分野

は歴史が古く、しかも数学的な手法によっても数多くの

結果が得られていますが、数学の言葉を使わずに、生態

学によって説明できないかということを検討しました。

その上で、生態学における新しい理論を確立することを

目指したのです。

　こんなふうに、数学をいろいろな現象に使うために、数

学者でないと分からない用語を翻訳したり、逆に他の分

野の用語を数学的な言葉に置き換えたりする相互交流

もやりたいと思っています。また、実験や数値シミュレー

ションで理解できる現象はたくさんありますが、厳密な

数学だからこそできる部分もあると思います。MIMSに

は数学以外の専門の方もたくさんいますから、そういう

方との議論を通して「数学でないと解けないのではない

か」というテーマを見つけようとも考えています。

—占部さんのこれまでのご研究について教えてくださ

い。まず粉体のダイナミクスの研究ですね。

　ええ。砂粒を上から落として砂山を作る時に、粒の供

給量を変えると、流動状態から固体状態へ、そしてその

逆へと状態を連続的に変えられます。それをざっくり

とらえるために砂山の頂点の動きに注目しました。そ

れだけで状態の違いが分かるのです。

　この研究は田口善弘教授（中央大学）の「砂時計の七

不思議」（中公新書）を読んだのがきっかけです。博士

前期課程では奈良女子大学におられた田崎秀一教授*

（現在は早稲田大学）のもとで、結合写像系の輸送現象

という数学寄りの研究をしたのですが、「もっと実際に

触れるモノを扱いたい」と思って、京都大学の人間・環

境学研究科の博士後期課程に編入し、早川尚男教授の

研究室に出入りさせてもらって取り組みました。

　工学分野ではかなり古くから研究がされていますが、

実は私のような物理屋が粉体に本格的興味を持ち始め

たのはつい最近なのです。そして、工学系の人は「どう

混ぜたら均一になるか」に興味があるのですが、物理屋

は「混ぜたのに分離するのはなぜ?」と考えます。

—「柔らかい物質と硬い物質の複合物」の研究も、そう

いうご興味から始まったのですか。

　これは北海道大学で開発された「ダブルネットワーク

ゲル」を知ったのがきっかけです。硬くてもろいゲルの

間に柔らかくてよく変形するゲルを入れたもので、単独

の時の数十倍の応力に耐えます。混ぜることが重要らし

いのです。そこで、より一般的に、硬いものと柔らかいも

のの混合物を破壊するシミュレーションをやってみまし

た。バネ定数は違うのですが同じ力で切れる2種類の線

形バネを多数の格子点間をつなげた系を考えて両端から

引っ張ります。すると混ぜ方によっては強くなる。応力

が分散して破壊が起きにくくなるのです。

　物理系の学会で発表した当初は「そういう素材を混合

した系は弱くなるという論文がある」と言われたのです

が、初期亀裂の想定の違いによるもので、ある長さ以上な

ら混合した方が強いことが分かってきました。

　面白いことに、工学系の先生からは「混ぜたら強くな

るのは当たり前」と言われます。センスが違うのですね。

一方でその方に「現象の骨組みを取り出したい」と言うと

「それは嘘があるからダメ」と言われます。工学系の人は

細部も大事に保存して、それを再現するよう理論を作る

のです。物理屋の私としては、現象の骨組みを見つけら

れればよいと思っています。このスタンスは現象数理学

の本質に近いと思っています。

—最近のご研究は、感染症の伝播ですね。

　感染を初期段階で発見できたときにどう抑止すればよい

かを三村昌泰先生のもとで研究しています。具体的には数

百人規模の系で、少数の感染者から病気が伝播する様子を

調べています。パソコンでもできる計算ですが、独自の切り

口が求められるので、そこで勝負したいと思っています。

　それから最近は「お茶ゼミ」の世話人もやっています。

これは「助教以上立ち入り禁止」で、面白い論文を持ち寄っ

て紹介して議論する会です。私が昔出入りしていた京都

大学の「夜ゼミ」を真似たもので、お茶の時間にやっている

ので「お茶ゼミ」と言っています。MIMSにはいろんな分野

の人がいるので、共同研究ができれば面白い。そのための

地ならしになるかなと思っています。

池田 幸太
占部 千由

I K E DA ,  K o t a
UR A BE ,  Ch i yo r i

「厳密な数学」が活かせるテーマに取り組みたい 物理屋の眼で現象の骨組みを取り出す

所属： 先端数理科学インスティテュート研究員
 明治大学研究・知財戦略機構・特任講師
専門： 反応拡散方程式、パターン形成問題の数理的解析
学位：博士（理学）・東北大学

学歴： 東北大学理学部数学科を卒業後、同大大学院理学研
究科数学専攻博士課程（前期・後期）を修了。

職歴： 日本学術振興会特別研究員（DC2）,（PD）、明治大学
研究推進員（ポスト・ドクター）・GCOE-現象数理ポ
スト・ドクター（PD）,（SPD）を経て、現在、明治大学
研究・知財戦略機構特任講師。

学歴： 奈良女子大学理学部物理科学科を卒業後、同大大学
院人間文化研究科物理科学専攻博士前期課程、京都
大学大学院人間・環境学研究科人間・環境学専攻博
士後期課程を修了。

職歴： 京都大学、奈良県立医科大学にて非常勤講師、京都
大学、大阪大学にて研究員等を経て、現在、明治大学
研究推進員（ポスト・ドクター）・GCOE-現象数理ポ
スト・ドクター（PD）。

所属： 先端数理科学インスティテュート研究員
明治大学研究推進員（ポスト・ドクター）
GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）

専門： 非線形非平衡系の物理：生物現象
・破壊現象のモデリングと解析

学位：博士（人間・環境学）・京都大学

*本誌製作中の2010年6月に、田崎秀一教授が逝去されました。　心から哀悼の意を表します。
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静岡大学との包括協定・覚書を締結しました。

若手研究紹介DVDを制作・公開しました。

　明治大学と静岡大学は、2010年3月24日、教育・研究活動の

交流と連携・協力の推進によって、新たな研究領域の確立と学際

的教育を展開させ、わが国の教育・研究の一層の発展に資するこ

とを目的として、以下のような大学間交流に関する包括協定並

びに、両大学大学院の研究科・教育部間の学生交流に関する協定

書・覚書を締結しました。

【連携機関概要】

　静岡大学は、静岡市駿河区に本部を置き，静岡市と浜松市に２

つのキャンパスを展開、６学部、８研究科（創造科学技術大学院

含む。）、１連合大学院、１研究所並びに７の附属学校園を有する

中部圏の中核をなす国立大学です。

　静岡大学は、2006年4月、後期3年の博士課程の教育組織「大

学院自然科学系教育部」と教員の研究組織「創造科学技術研究

部」からなる『創造科学技術大学院』を設置しています。また、中

部圏に留まらず日本における「数理生物学」教育研究の拠点であ

り、2004年と2007年には、浜松キャンパスにおいて「力学系の

理論とその生物学と環境科学への応用」に関する国際会議を開

催するなど、数理生物学の発展に貢献しています。

　明治大学とは、平成19年度から広島大学と明治大学が共同で

実施している文部科学省「大学院教育改革支援プログラム」『数

理生命科学融合教育コンソーシアムの形成』（取組代表者：楯真

一（広島大学教授））のプログラムを支援して、数理生命科学の

若手研究者の育成を目的とした学生交流会を開催し、相互の交

流を深め、大学間コンソーシアムの形成を目指しています。ま

た、創造科学技術大学院に設置された「先端数理生命科学インス

ティテュート」を拠点として、本プログラムである平成２０年度

文部科学省「グローバルCOEプログラム」『現象数理学の形成と

発展』（拠点リーダー：三村昌泰（明治大学教授））の活動を支援

し、現象数理学を日本国内外に展開するため、明治大学先端数理

科学インスティテュート（MIMS）との連携を強化しています。

【連携先リンク】

静岡大学

http://www.shizuoka.ac.jp/

静岡大学創造科学技術大学院

http://gsst.shizuoka.ac.jp/index.php

　本拠点で活躍している６名のポスト・ドクターの研究内容を紹介するDVD「現象数理学への
招待」を制作しました。内容は、オムニバス形式で、以下の通り多岐に渡っています。

・ 柔らかいものと硬いものを混ぜると、物質はどうなるのか？
・ 人類の進化と学習能力
・ なぜ渋滞は起きるのか？渋滞を解消するには、どうしたら良いか？
・ ネットワーク科学から見た遺伝子のふるまい
・ 人間はいかに仲良くなれるか？
・ 生物の模様は、なぜ出来るのか？

このDVDは、本グローバルCOEプログラムのウェブページ
 http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/jpn/movie/introduction/gcoe_video.html
からご覧いただけます。「現象数理学」の多様な分野で若手が活躍している姿を見ていただけ
ると思います。是非ご覧下さい。

 

●シンポジウム主旨

　現在、実験技術とコンピュータの発展に伴い、生体内の遺伝子

発現データなどの実験データが増えてきている。データの蓄積

に伴いもちろん生物の理解も進んでいるが、現状はデータの蓄

積に解析が追い付いていないのが現状だ。そこで、仮説を立て

良いモデルを調べる事により、データのどの部分に注目すべき

なのかを明らかにし、また顕わにはデータ解析から見えてこな

い関係を予測する事も可能なのではないかと考えている。

　本研究では特に、生体内のダイナミカル（遺伝子系での情報

の流れや代謝経路調節）な特徴を捉えるために、生体内のネット

ワーク構造や力学的な性質、またその２つの関係について理解

を深める事を目的とした。

●シンポジウムのコーディネートを担当して

　今回、研究会開催にあたり、三村昌泰拠点リーダーの提案に基

づき講師の選択から日時・場所に至るまで完全に自由に任され

た。その結果、議論したい講師の方々を全員自由に呼ぶ事がで

き、私の研究に対して直接のアドバイスを頂けた。特に、私の研

究のどの部分に対して他の研究者の興味を惹くのか具体的に把

握する事が出来た。また、研究会開催前から、講演者の方々と研

究会の主旨・意義などについて意見交換する事により、自らの研

究目的や研究そのものに対する理解が深まり、「研究会への招待

メールを送った時点から既に研究会の議論が始まる」と言う事

を学んだ。本研究会では、私の研究分野や志向から初めに理論

寄りの研究者の方々を招へいする事となったが、それだけでは

なく望月氏の紹介により本研究会

の主旨に沿う形で分子生物学者の

守屋氏も招へいする事ができ、新し

い研究者のネットワークを作る事

が出来た。今後も今回研究会で得

た知見や研究者同士の知己を通じ

て、ネットワーク構造とダイナミク

スという視点をより深く掘り下げ

生物の理解に繋げたい。

●シンポジウム主旨

　インフルエンザ・マラリア・結核・AIDS等、「感染症の伝播と抑

止」の研究は微生物学・免疫学・薬理学などといった多くの学問

分野にわたる研究テーマであり、特に近年新型インフルエンザの

流行で重要性を更に増しつつある。この感染症の伝播と抑止につ

いて、現象数理学のフレームワークを用いることで新たな知見を

得ることが要求されており、本研究会では感染症伝播の抑止に

携わる現場にいらっしゃる研究者の方 と々、数理モデルを用いる

ことで伝播抑止にはどのような対策が有効であるかということを

研究する方々の双方向の交流を図り、現象数理学の適応方法を

探ることを目的とした。

●シンポジウムのコーディネートを担当して

　私自身は感染症については研究を始めたばかりだが、世話人を

することで感染症伝播の研究をされている多くの研究者の方 と々

交流をもつことができた。これは今後の研究を進めていく上で大

きな財産になると考えている。また、本研究会でご講演いただい

た先生方も、この分野で全く無名の相手からの講演依頼である

にも関わらず、快く引き受けてくださったことは非常にありがたい

ことで、大変感謝している。その上、ご参加いただいた先生方から

「楽しかった」「有意義だった」等のお言葉を頂戴し、大変うれし

く感じている。また、本研究会で多くの先生方にご講演いただけ

たことで、感染症伝播の実像と数理モデルの関係について考えを

深めることができた。現在進めている感染症伝播の数理モデル

について、如何に実像と寄り添い、数理モデルとしての利点を活か

すべきか更に考えを進め、今後の研

究の基礎としたいと考えている。今

回の研究会は大変楽しく実り多いも

のであった。もし再び各方面からの

ご協力を得ることができれば、少な

くとももう一度感染症の研究会を開

き、より多くの研究者の方にご講演

いただくとともに自らの研究発表を

行うことができればと考えている。

木下 修一

占部 千由

K I NO SH I TA ,  S h u - i c h i

U R A B E ,  C h i y o r i

所属： 先端数理科学インスティテュート研究員
GCOE﹣現象数理ポスト・ドクター（SPD）

専門： 生物系の数理モデル：特に遺伝子ネットワー
ク構造と遺伝子発現パター ンの関係、
遺伝子ネットワークの進化

所属： 先端数理科学インスティテュート研究員
GCOE﹣現象数理ポスト・ドクター（PD）

専門： 非線形非平衡系の物理：生物現象・破壊現
象のモデリングと解析

第２回現象数理若手シンポジウム 「生体内ネットワーク構造とダイナミクスの様相」

第３回現象数理若手シンポジウム 「感染症 〜実像とモデリング〜 −分野の垣根を越えて−」

※ 文部科学省「大学院教育改革支援プログラム」は、平成21年度から「組織的な大学院
教育改革推進プログラム」に名称変更されました。
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会場：明治大学生田校舎第二校舎A館4階401教室

世話人：木下修一（GCOE -現象数理PD）

1月29日

10:30 -11:45　�「生体分子ネットワークの構造と力学的解明」 

望月敦史･理化学研究所

13:30 -15:15　�「空間パタン形成の遺伝子ネットワーク進化理論−

ネットワーク構造と機能の対応づけ」 

藤本仰一･大阪大学

15:30 -17:15　�「細胞システムのロバストネスを測る〜酵母をモデ

ル系として〜」 守屋央朗･岡山大学

1月30日

10:30 -11:45　�「代謝系の形成ダイナミクス−ネットワーク理論か

らのアプローチ」 竹本和広･JSTさきがけ

13:30 -15:15　�「複雑ネットワークとランダムネットワーク上の

ブーリアンダイナミクスの比較」  

木下修一･明治大学研究推進員、GCOE -現象数理ポス

ト・ドクター（PD）

第 3 回 「感染症〜実像とモデリング〜　−分野の垣根を越えて−」

開催期間：2010年2月17日〜18日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

世話人：占部千由 （GCOE -現象数理PD）

2月17日

13:30 -14:15　�「境界研究領域としての感染症流行の研究」 

尾又一実･国立国際医療センター研究所

14:30 -15:15　�「複雑ネットワークの感染症」 守田　智･静岡大学

15:30 -16:15　�「鳥インフルエンザのダイナミクス」 

岩見真吾･JSTさきがけ

16:30 -17:15　�「公共場をもつ地域集団系のR0に対する集団サイズ

分布の効果」 

齋藤保久・Pusan National University, Korea

2月18日

10:00 -10:45　�「寄生虫症の疫学と対策−マラリアと住血吸虫症対

策の現場から」 大前比呂思･国立感染症研究所

11:00 -11:45　�「When should we intervene to control the 2009 

influenza A(H1N1) pandemic?」 

井元清哉･東京大学

13:30 -14:15　�「基本再生産数と閾値原理−感染症数理モデルの基

礎−」 稲葉　寿･東京大学

14:30 -15:15　�「インフルエンザ新系統の出現時期予測」 

佐々木顕･総合研究大学院大学

● MEE Seminar
(Mathematical Ecology & Evolution Seminar)

オーガナイザー：�若野友一郎（事業推進担当者） 

中橋　渉（GCOE -現象数理PD）

第 15 回 MEE Seminar

開催日：2010年1月19日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

14:40 -16:10　�「Replicator−dynamics models of sexual conflict」	

木村麻里子･東京大学大学院

第 16 回 MEE Seminar

開催日：2010年2月16日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

14:40 -16:10　�「Evolution of cooperation by phenotypic similarity」

大槻　久･JSTさきがけ

第 17 回 MEE Seminar

開催日：2010年2月23日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

14:40 -16:10　�「Evolution of learning abilities」 

中橋　渉･明治大学研究推進員、GCOE- 現象数理ポス

ト・ドクター（PD）

第 18 回 MEE Seminar

開催日：2010年3月23日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

14:40 -16:10　�「Evolution of tourism in spirits-dancing (yokagura) 

festivals of Takachiho-cho, Miyazaki prefecture」 

堀内史朗･明治大学研究推進員、法人ポスト・ドクター

◆その他定期セミナー（共催）
● RDS Seminar
 (Reaction Diffusion Systems Seminar)

主催：�文部科学省科学研究費補助金基盤研究(S) 

｢非線形非平衡反応拡散系理論の確立｣ 

組織委員：�二宮広和（明治大学、事業推進担当者） 

廣瀬宗光（明治大学、MIMS研究員） 

若狭　徹（早稲田大学、MIMS研究員） 

谷口雅治（東京工業大学） 

中村健一（電気通信大学）

第 15 回 RDS Seminar

開催日：2010年1月18日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階208教室

16:30 -17:30　�「Protection zoneを持つ捕食者−被食者型の交差拡

散系の定常問題」 大枝和浩･早稲田大学

◆その他研究集会等（共催・本学会場）
● International Workshop on Energy Network Design
開催日：2010年1月14日

会場：明治大学駿河台校舎大学会館8階第3・4会議室

主催：�明治大学大学院学内GP「Global Education for Complex 

Network Research」

共催：�私立大学学術研究高度化推進事業（大型研究）ハイテク・リサー

活 動 記 録

●現象数理談話会 （GCOE Colloquium）
第 7 回 現象数理談話会

開催日：2010年1月26日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館4階401教室

16:30 -17:30　�「雌による好みが強いと、集団間で体色が分化しやす

いか−パナマのヤドクガエルを例に−」 

巌佐　庸・九州大学

第 8 回 現象数理談話会

開催日：2010年2月19日	

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階206教室

16:00 -16:45　�「数理手法によるエッシャー芸術への挑戦 1−平面

正則分割作品群の計算機支援創作−」 

小泉　拓･東京大学大学院

16:45 -17:30　�「数理手法によるエッシャー芸術への挑戦 2−「空と

海」風タイリングアートの自動生成−」 

杉原厚吉･明治大学、事業推進担当者

第 9 回 現象数理談話会

開催日：2010年3月9日

会場：�明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

｢データに基づく複雑なシステムの理解と制御に向けて」

15:30 -16:30　�「統計的モデリングによる可視化」 

北川源四郎･統計数理研究所

16:40 -17:40　�「北太平洋航路10日間、省燃費運航に向けて」 

大津皓平･東京海洋大学

●「非線形非平衡系に対する現象数理学の発展」シンポジウム
ワ−クショップ「筋の数理」
開催日：2010年3月5日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

世話人：�石井直方（東京大学） 

大金朱音(国立長寿医療センター) 

二宮広和(明治大学、事業推進担当者)

09:30 -10:30　�｢筋肉トレーニングの数理モデル構築の意味と意義｣ 

石井直方･東京大学

10:45 -12:15　�｢運動時の筋エネルギー代謝−乳酸を中心に−｣ 

八田秀雄･東京大学

13:30 -15:00　�｢筋収縮の分子メカニズム｣ 山田武範･東京理科大学

15:15 -16:45　�「運動単位発射様式からみた筋活動」  

水村信二･明治大学

17:00 -17:30　�総合討論　大金邦成・九州大学、参加者全員

●�「非線形時系列に対する現象数理学の発展」シンポジウム
世話人：�岡部靖憲（事業推進担当者） 

中村和幸（MIMS研究員）

第 4 回「複雑系現象の時系列解析 4」 −工学 ･ 生物 ･ 物理現象− 

開催期間：2010年1月28日〜29日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館3階会議室

1月28日

10:00 -11:30　�「リカレンスプロットと外力の構成」 

平田祥人・東京大学

13:00 -14:30　�「インパクト雑音の時系列解析と音声へ混入した場

合の除去」 荒川　薫・明治大学、事業推進担当者

15:00 -16:30　�「細胞形状の時間的変化と、それを誘導する細胞表層

の力学の時空間的動態の予測」 

小山宏史･国立遺伝学研究所

1月29日

10:00 -11:30　�「局所SSA理論による時系列構造解析」 

中村和幸･明治大学、MIMS研究員

13:00 -14:30　�「黒点・太陽風・地磁気・オーロラ・地震の時系列の構

造抽出（3）」 岡部靖憲･明治大学、事業推進担当者

15:00 -16:30　�「岡部理論による時系列の構造抽出と高速フ−リエ

変換（2）」 四方義啓･名城大学

第 5 回「複雑系現象の時系列解析 5」 −工学 ･ 経済 ･ 物理現象−

開催期間：2010年3月11日〜12日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館3階会議室

3月11日

10:00 -11:30　�「インターネットにおけるSSHによるBrute Force 

Attackの時系列解析の一考察」 

水嶌友昭･インタ−ネット総合研究所

13:00 -14:30　�「データ生成構造を考慮に入れた時系列解析につい

て」 中村和幸･明治大学、MIMS研究員

15:00 -16:30　�「リーマンのデータ関数とKM2O ランジュヴァン方

程式論」 岡部靖憲･明治大学、事業推進担当者

3月12日

10:00 -11:30　�「東アジアにおける株価伝達ネットワーク」 

シュキョウ･明治大学大学院D1

13:00 -14:30　�「岡部理論による時系列の構造抽出と高速フーリエ

変換（3）」 四方義啓･名城大学

15:00 -16:30　�「黒点・太陽風・地磁気・オーロラ・地震の時系列の構

造抽出（4）」 岡部靖憲･明治大学、事業推進担当者

●現象数理若手シンポジウム
第 2 回 「生体内ネットワーク構造とダイナミクスの様相」

開催期間：2010年1月29日〜30日

教育・研究活動



チ・センター整備事業「電気電子工学における環境対応型エネ

ルギー・素材の開発とその応用研究」

13:30 -14:30　 ｢Development of an integrated value−based, cost

−eff ective reliability enhancement program for 

transmission network design｣ 

Hsiao-Dong Chiang･Cornell University, U.S.A.

14:50 -15:50　 ｢Perspective for introduction of distributed 

generation in Japan｣ Yoshikazu Fukuyama･Fuji 

Electric Systems Co.,Ltd.

16:10 -17:10　 「Recent trends on intelligent optimization in 

distribution networks」Hiroyuki Mori･Meiji 

University, GCOE Program Member

● 第 2 回 錯覚ワ−クショップ 
−横断的錯覚科学をめざして−

開催期間：2010年3月16日〜17日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館3階会議室

主催：明治大学先端数理科学インスティテュ−ト

3月16日

13:00 -14:00　 「可視化における錯視の役割」 高橋成雄･東京大学

14:00 -15:00　 ｢錯視と３次元知覚｣ 出澤正徳･電気通信大学

15:30 -16:30　 ｢音はいつ始まり、いつ終わる？−合成楽器音、合成

音声を用いたデモンストレーション｣

中島祥好･九州大学

16:30 -17:30　 ｢ギャンブルと錯覚−勝負における利得と損失の甘

いヨミはどこから来るか−｣

谷岡一郎･大阪商業大学

3月17日

10:00 -11:00　 「坂道錯視の研究」 對梨成一･立命館大学

11:00 -12:00　 「『誠実な投票』に基づく国政選挙の実証研究につい

て」 岸本一男･筑波大学

13:00-14:00　 ｢コンピュータグラフィックス，可視化技術への錯視

の応用｣ 斎藤隆文･東京農工大学

14:00 -15:00　 「錯覚とディジタルコンテンツ」 宮下芳明･明治大学

15:00 -16:00　 「『残効』が解き明かす視覚のメカニズム」

竹内龍人･NTTコミュニケーション科学基礎研究所

◆その他研究集会等（共催・外部会場）
● Japanese French Meeting ReaDiLab 2010- 
ARCHAMPS - FRANCE Spatio-Temporal Patterns from 
Mathematics to Biomedical Applications
開催期間：2010年3月15日〜17日

会場：Centre de Convention Porte Sud de Genève, Archamps, France

オーガナイザー：

Jacques DEMONGEOT (TIMC-UJF-Grenoble 1, France)

Danielle HILHORST (Université de Paris-Sud, France)

Hiroshi MATANO (The University of Tokyo, MIMS Research Fellow)

Masayasu MIMURA (Meiji University, GCOE Program Leader)

●Reaction-Diff usion Systems: A ReaDiLab Seminar Day
開催日：2010年3月19日

会場：Université de Paris-Sud, France 

オーガナイザー：

Konstantin BRENNER (Université de Paris-Sud, France) 

Danielle HILHORST (Université de Paris-Sud, France)

Hirofumi IZUHARA (Université de Paris-Sud, France･MIMS Research 

Fellow)

明治大学グローバルCOEプログラム 明治大学先端数理科学インスティテュート
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〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1
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【編集後記】 ニューズレター発行２年目に入りました。今までは、本グローバルCOEプログラムを推進している内部の者からみた活動の紹介が中心
でしたが、これからは、私達の活動が外からどのように見えているかという視点も、記事の中に加えていく方針です。（Ｓ）

　グローバルCOEプログラム採択時より事務を担当してまいりましたが、このたび異動になりました。ニューズレター編集を担当し、本グローバル
COEプログラムをみなさまに伝える戦略を先生方と考えていくことは、日本、そして世界の中での本GCOE、MIMSそして明治大学の位置付けを考
えるきっかけとなり、大変勉強になりました。また、素敵なメンバー(先生、研究推進員、事務のみなさま）や様々な機関の先生方と拠点形成に取り組
むことができ、心より感謝しています。新しい部署では、心機一転業務に取り組むとともに、今度は外から本GCOEを見守っていきたいと思います。
ありがとうございました。（N）


